
東急不動産ホールディングスグループにおけるCO2削減策〜省エネ、再エネ取り組み事例ご紹介〜
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東急不動産ホールディングス株式会社グループサステナビリティ推進部
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｜ 本日の内容 |

１．東急不動産ホールディングスのご紹介
・グループ概要と環境経営
・脱炭素社会への目標と取り組み
２．当社事業施設のCO2削減策
・省エネ事例（環境性能建物ほか）
・再エネ事例（RE100達成に向けて）
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当社グループは、不動産開発から管理・運営、仲介・流通、
インフラ構築や不動産投資まで、バリューチェーン全体にわたる
幅広い事業を展開しています。

｜グループ概要｜
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｜ 価値創造への取り組みテーマ（マテリアリティとSDGs） |
ありたい姿を実現するために、重視する社会課題から抽出した６つのテーマに取り組む。

Group Vision2030より抜粋
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｜ ステークホルダー ｜
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｜ ⻑期ビジョン ｜



7© TOKYU FUDOSAN HOLDINGS CORPORATION

｜ 環境経営による価値創造 ｜
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｜ 脱炭素社会 への取り組み｜
● 目標

● 具体的な省エネ・再エネ取り組み

スコープ 1・2
（自社）

スコープ 3※1

（サプライチェーン）

※1. 当社のSBT認定における削減目標対象はカテゴリ1・2・11

2023年度 CO₂削減 50%以上（2019年度比）
RE100の前倒しなどにより、早期の目標水準到達を実現

パートナー（建設会社等）との協働取り組み
● 建築時CO₂排出量の正確な把握と削減要請など

顧客への脱炭素価値提供
● ZEB/ZEHや環境認証取得、再エネ提供など

2030年 SBT 1.5℃目標の達成 CO₂削減 46.2％（2019年度比）

RE100
※東急不動産

ZEB/ZEH 環境認証
取得

再エネ事業
ReENE(リエネ)
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｜ 建物性能の目標 ｜

住宅事例
宣言を経て
実行フェーズへ
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｜ 環境性能建物の主な事例 ｜
【ブランズ千代田富士見】
・高炉スラグの活用
・コンクリート型枠用合板に持続

可能性に配慮した木材(認証材・
国産材等)を使用

・ZEH-M Oriented

・太陽光パネルの搭載

【キャンパスヴィレッジ生田】
・木造ハイブリッド構造
・ZEH-M Oriented

・太陽光パネルの搭載

ZEH推進と同時に、環境負荷を低減する資材で採用
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ZEB の事例 NOTIA

【東急コミュニティー技術研修センターNOTIA 】（2019 年 5 月開業）・建物そのものが研修素材・実証実験の場として最先端の省エネルギー技術を導⼊・東京都内の事務所ビルで初めて「NealyZEB *」（BELS）を取得
* 基準⼀次エネルギー消費量から７５%以上削減



12© TOKYU FUDOSAN HOLDINGS CORPORATION

NOTIA 省エネ∕創エネ技術
① 建築上の省エネルギー機能LOW-E 複層ガラス、外断熱、縦ルーバー・庇、自然換気② 設備上の省エネルギー技術(空調) 躯体利⽤放射空調システム 、躯体蓄熱ナビゲーション ＋ 地中熱利⽤③ 設備上の省エネルギー技術(電気・照明) 全館ＬＥＤ照明、昼光連動制御、デジタルサイネージ ＋ 太陽光発電
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NOTIA 産学連携で効果検証

竣工後・各設備の省エネルギーに向けた運⽤改善を徹底・2019 年には、年間⼀次エネルギー削減率「83.2％」を達成検証の結果、次の３点がエネルギー削減に大きく寄与・⾼効率熱源システムで輻射空調⽤に中温冷⽔を⽣成し、熱源効率を向上・屋上・壁面に太陽光パネル計 139 枚を設置し、エネルギーを創出・照明 昼光連動制御・スケジュール制御で、無駄な照明エネルギーを削減
空気調和・衛⽣工学会 学会賞 「技術賞」建築設備技術者協会「カーボンニュートラル賞」
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｜ オフィスビル事例（循環型社会、DX） ｜
■ 保存建築・再生建築で既存資源を活用

→廃棄物削減、CO2削減、コスト削減（例：工期短縮、躯体再利用）

■ 新たな環境技術の採用
（スマートガラス）
センサーとAIで
自然光と熱量を最適化
消費エネルギー△20％
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再⽣可能エネルギー事業
再⽣可能エネルギー事業者としては国内トップレベル、定格容量1.3GW（原発1基分超）規模の事業を展開しています 。
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｜ RE100達成の要件 ｜
事業施設※１の使用電力を 100％再エネに切替完了（国内事業会社初）

CO₂削減量: 約13.8万t/年 ※⼀般家庭約6.8万軒分
※東急不動産㈱について

コジェネ発電については、国内市場にグリーンガスがないため除く（但し、CNガスにより脱炭素）
一部共同事業・一時保有施設除く

オフィスビル 商業施設 リゾート施設
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自社再エネ発電による電気を自社施設で利⽤（自社及びテナント様）
１．当社発電所のトラッキング付非化石証書

２．当社発電所の⽣再エネ供給



18© TOKYU FUDOSAN HOLDINGS CORPORATION

参考）再エネ発電所と地域社会との協働



ご清聴ありがとうございました

【お問合せ】古賀 喜郎Yoshiro_Koga@tokyu-land.co.jp東急不動産ホールディングス㈱グループサステナビリティ推進部


